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「平成24年３月期の有価証券報告書、決算短信、並びに平成25年３月期四半期 

決算短信、四半期報告書の再訂正」に関するお知らせ 

 

当社は、平成24年12月13日付にて過年度の有価証券報告書、四半期報告書の訂正及び決算短信、

四半期決算短信の訂正を公表いたしましたが、標記開示資料に一部再訂正を要する箇所がありま

したので、下記のとおり訂正いたします。 

この度は、訂正報告書の再訂正となり株主の皆様をはじめ関係各位に多大なご迷惑をお掛けし

ましたことを深くお詫び申し上げます。 

 

記 

 

 

 

１.再訂正理由 

当社は、海外における事業及びそれに関わる取引に関して、不適切な処理が行われたとの疑義

が生じたため、当社と利害関係のない外部有識者のみによる第三者調査委員会を設置、調査を行

い、平成 24 年 10 月 30 日に同委員会より調査報告書を受領しました。 

この調査結果を受けて、当社は所要の論点の検討を行い、その結果、南京捷林格建材有限公司

を設立当初にさかのぼって連結子会社とすることとし、中国子会社の売上原価の計上時期及び当

社の繰延税金資産の計上額についてもあわせて訂正を行いました。ただし、訂正の過程において

連結子会社である格満林（南京）実業有限公司の売上高、売上原価、売掛金、棚卸資産及び貸倒

引当金の計上に関する証憑の一部が保管されていないことなどが判明したため、同社に保管され

ていた試算表その他の帳簿等をもとに訂正報告書の連結財務諸表を作成致しました。これについ

て有限責任あずさ監査法人による監査報告書において、上記勘定科目残高に対して限定意見が表

明れさました。 

平成 25 年 3 月期の連結財務諸表に係る監査報告書において限定意見を解消するため、訂正報告

書を提出した平成 24 年 12 月 13 日以降、当社の第 52 期（自 平成 23 年４月１日 至 平成 24

年３月 31 日）決算に含まれる格満林（南京）実業有限公司の平成 23 年１月１日から平成 23 年

12 月 31 日までの決算、当社の第 53 期（自 平成 24 年４月１日 至 平成 25 年３月 31 日）決

算の第１四半期、第 2 四半期及び第 3 四半期に含まれる格満林（南京）実業有限公司の平成 24

年１月１日から平成 24 年 12 月 31 日までの決算を対象に売上高、売上原価、売掛金、棚卸資産

及び貸倒引当金について決算数値の検証作業を行いました。その検証の結果、これまでの格満林

における売上計上基準について、工事の進捗度を信頼性をもって見積ることが出来ない工事に

ついても工事進行基準を適用していたことが判明したため、これらの工事に係る完成工事高

については当社第 52 期（自 平成 23 年４月１日 至 平成 24 年３月 31 日）において工事

完成時に売上を計上しております。その他、検証の過程で貸倒引当金を設定した債権の貸倒

実績を把握できたことから、当社第 52 期（自 平成 23 年４月１日 至 平成 24 年３月 31

日）より、貸倒引当金についての債権発生から１年を経過した債権に対して一定割合の貸倒

引当金を計上する方法から、貸倒実績を加味した方法に会計上の見積り方法を変更しました。



また、債権勘定の相手先不明残高について検証を行い適切な勘定へ振替えるなどの訂正を行いま

した。 

なお、第 52 期（自 平成 23 年４月１日 至 平成 24 年３月 31 日）四半期報告書並びに第

51 期（自 平成 22 年４月１日 至 平成 23 年３月 31 日）以前の有価証券報告書、半期報告書

および四半期報告書の訂正報告書については、格満林（南京）実業有限公司において証憑の一部

が保管されていないため、上記検証作業を実施できませんでした。 

これを受けて当社は、平成 24 年 12 月 13 日に提出いたしました第 52 期（自 平成 23 年４月

１日 至 平成 24 年３月 31 日）有価証券報告書及び訂正報告書の他、平成 24 年３月期決算短

信並びに、平成 25 年３月期四半期決算短信及び四半期報告書の記載事項の一部を訂正するもので

あります。 

 

２.訂正による影響額（連結業績） 

 

平成 24 年３月期 

                             （単位：百万円） 

 訂正前 訂正額 訂正後 

売上高 27,757 △370 27,386 

営業利益 677 △58 618 

経常利益 687 △36 651 

当期純利益 586 △36 549 

総資産 27,020 103 27,124 

純資産 16,931 △36 16,895 

 

平成 25 年３月期第１四半期 

                             （単位：百万円） 

 訂正前 訂正額 訂正後 

売上高 5,952 △14 5,937 

営業利益 △65 4 △61 

経常利益 △55 4 △50 

当期純利益 △61 4 △56 

総資産 26,316 262 26,579 

純資産 16,884 △40 16,843 

 

平成 25 年３月期第２四半期 

                             （単位：百万円） 

 訂正前 訂正額 訂正後 

売上高 12,903 60 12,963 

営業利益 206 66 273 

経常利益 227 66 293 

当期純利益 169 66 236 

総資産 25,939 272 26,212 

純資産 17,012 26 17,038 

 

平成 25 年３月期第３四半期 

                             （単位：百万円） 

 訂正前 訂正額 訂正後 

売上高 18,795 19 18,815 

営業利益 △72 97 25 

経常利益 △39 97 58 

当期純利益 △105 97 △7 

総資産 25,488 367 25,856 

純資産 16,598 59 16,658 



 

３.本日付で提出する訂正報告書等 

  (１) 平成 24 年３月期（第 52期）有価証券報告書 

(２) 平成 25 年３月期（第 53期）第１四半期報告書 

(３) 平成 25 年３月期（第 53期）第２四半期報告書 

(４) 平成 25 年３月期（第 53期）第３四半期報告書 
 

４.本日付で再公表する決算短信 

(１) 平成 24 年３月期 決算短信［日本基準］（連結） 

(２) 平成 25 年３月期 第１四半期決算短信［日本基準］（連結） 

(３) 平成 25 年３月期 第 2四半期決算短信［日本基準］（連結） 

(４) 平成 25 年３月期 第 3四半期決算短信［日本基準］（連結） 

 

                                 以上 
 

 


